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　Aset　of　14　body　dimensions　and 　9　their　indexes　were 　obtained 　and 　compared 　between 　the　groups
of 　Thai　80　males 　and 　115　females（aged 　16　to　18　years ），and 　Japanese　50　males 　and 　55　females
（aged 　15　to　18　years），　 The　body　weight ，　height，　acromial 　breadth，　chest 　girth，　arm 　girth，　thigh

girth　and 　calf　girth　for　Thai　males 　or　females　are 　signi丘cantly 　smaller 　than　those　of　Japarlese
males 　or　females　respectively ．　 The 　body　 indexes　such 　as （upper 　 limb　 length＞／（height），（tro．

chanteric 　height）／（helght）and （forearm 　girth ）／（arm 　girth ）for　the　Thai 　 males 　 or 　famales 　are

significantly 　larger　than　those　of 　Japanese　males 　or 　females．　 The 　principal　component 　analysis

revealed 　that　the　total　body　size （the 丘rst　principal　component ）was 　the　largest　for　Japanese
males 　and 　decreased　in　the　following　 order 　of 　Japanese　females，　Thal　males 　and 　Thai　females．
These　physical　differences　indicate　that　 a　careful 　 application 　of 　the 　sizing 　systems 　for　clothes 　in

Japanese　Industrial　Standard　or　Intemational　Standゴrd　Organization　to　young 　males 　and 　females
in　Thailand　are 　needed ，

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （Received　May 　6，1994）
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　L 　緒 　 　言

　現在 ， 国際的 な経 済交流は い っ そ う加速さ れ る傾 向

に あ り， それ に 伴 っ て，工 業 製品 の 規格等を各国間 で

整 合 し よ うとす る種 々 の 努力 が は ら わ れ て い る．衣料

品 もすで に 国際的な商品 と な っ て お り，ISO を中心 と

して サ イズ の 標準化 が進行 中であ る．しか し，一
方 に

お い て ，サイ ズ 規格 の 基礎 とな るべ き， 生体計測 デ
ー

タは
一

部 の 先進 国 を除 い て きわめ て不十分 で あ る．着

用す る人 々 ，すなわち各国 の 消費者 に 十分 に 満足 を与

え られ る よ うな製 品 を設計 し提供す る た め に は ，生体

計測 を行 い
， それ に 基づ く国際的な体型 の 比較検討 を

逐次行 う必要が あ ろ う．

　 ま た，情報化，生 活 の 多様化 は我が 国の み な ら ず諸

国で もみ られ る社会現象で ある．そ の 中で 服装 に か か

わ る男女 の 区別 をしな い ，い わゆ るユ ニ セ ッ クス の 服

装 が 広 が っ て い る．こ の ような状況 の 下 で は ， 衣服設

計に お い て も， 男女別の 検討 に と ど まらず ， 男女 共用

を前提 と した 検討，す なわち男女 を
一

括 した解析 が 必

（33 ） 33
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要に な る と考 え た．

　著者 らは 1992年 3 月に 大妻女 子 大学 人間生活科 学

研 究所 が 中心 に な っ て 行 っ た 「北部 タ イ に お け る 生活

情報 と衣 ・食生活 との 関連性」の 調 査 研 究
1， に参加 し，

高校生 ・大学生 の 身体計測並び に 衣 生活に関する調査

を行 う機会 に 恵 ま れ た．

　そ こ で本研 究 で は，上記の観点 か ら ， タ イ青年 と 日

本青年 の 男女 の 身体計測 を行 い ，その 体格 と プ ロ ポ
ー

シ ョ ン の 両国の 差異 に つ い て 検 討 し，つ い で タ イ
・日

本人，男
・女の 体型 そ れぞれ の 総合 的位 置づ けを行 い ，

被服サ イ ズ お よび衣服設計の 観点 か ら評価 した．

　 2． 方　　法

　（1＞ 計 測 資料

　被験者は Fig．1 の タ イ北 部の チ ェ ン マ イお よび近

郊 に あ る高校 2校 の 生徒 で，男 子 合 計 80 名 ， 女 子

115 名 で あ り，年齢 は 16〜18歳 で あ る．一
方 ， 日 本

人 の 被 験 者 は東 京 都 内 の 高校 生 男 子 50名 （17〜18

歳）お よ び 女子 55名 （15〜18 歳）で ある．計測項目

は 体重，身長 ， 上肢 長 ， 下肢長，肩 峰幅，胸 囲，胴囲，

腰囲，上腕囲，前腕囲，大腿囲，下 腿囲 ， 肩 甲下皮脂

厚，上腕 三 頭 筋皮脂 厚の 計 14項 目で あ る．タイ に お

け る計測 は 1992年 3 月， 日本に お け る 計測 は 同年 6

月 に 行 っ た ，計測方法 に つ い て は，高 ・長径 ， 幅径 は

Martin 法
2）に 準 じ， そ の 他 の 項 目 は JISの 計 測 法

3）

（日 本 規格 協 会 ， 1984）に 従 っ て い る．皮 脂 厚 は

Holtain　Caliperを用 い ，計測はす べ て川上 が 行 っ た．

Fig．1．　 Chiang　Mai　 of 　Thailand　 where 　the　body
　　　 measurements 　were 　taken

　以上の 標本集団を各国内 に お け る他資料 と比較す る

と，日本人資料 で は 15歳か ら 18歳に わ た る各年齢 ご

との 身長，体重 の 平均 値は，同計測 年 の 全国の 平均

値
4） と 危険率 1％ で の 有意差は 認 め られな い ．

一
方，

タイの 高校生 に つ い て は ， 若干 の 身体計測 資料
5｝が 得

られ て い る が ，例数，計測年 な どの 条件 が 整 わな い た

め ， 本資料 の タイ．国人 と の 直接的 な 比較は 困 難 で あ る．

　   　解析方法

　本研 究 は，先に 述 べ た よ うな計測 14 項 目，お よび

計測値問の 示数 9 項目に つ い て ， それぞれ平均値 の 比

較 お よび 主成分分析
6 ）”11 ）に よ る検討 を行 っ て い る．

平均値の 算出は ， タイおよ び 日本の 男女別年齢別に行

っ た．各集団 の 年 齢構 成は，Table　1 に示す ように不

均
一

で あ る．その た め ， 平均値 の 比較は，例数 が 各集

団 で そ ろ っ て 多い 17歳を中心 に行 っ た ，本研 究の 被

験 者は，15歳 か ら 18歳の 高校生 で あ り， 成長期 の 最

終段階 に ある個 人 を含む．そ こ で ，各集団ご と に 年齢

間 の 平均値 の 差 の 検定 を行 っ た が ，一定の 有意な 成長

段 階 の 差異は 検出 されなか っ た．そ こ で，主成分分析

で は高校生 を
一

括 し， 対象集団 を 日 本 とタイの 男女
一

括，日本 と タイの 男子 ， 日本 と タイの 女子 に 分 けて，

別 々 に 解析を行 っ た．

　3，結果 および考察

　「（1） 体 型 の 比較」 で は計測値，示数 の 平均値に よ

る タイと 日本の 比較 を行 い
， 体型 の 差異 に つ い て 検討

した．「  　主成分分析に よるタイ・日本 の 男女 の 体型

の 位 置づ け 」 で は ，計測項 目の 主成分分析，示数項 目

の 主成分分析 を行 い ，各集団 の 総合的体 型 の 位 置づ け

を明 らか に した．さらに 「  　衣服設計へ の 考察」で

は ，
こ れ らを衣服 サ イ ズ の JISお よ び ISO の 立 場 か

ら考察 した．

　（1） 体型 の 比較

　タイ，日本の 男女そ れ ぞ れ の 集団に お い て ， 各年齢

ご とに各項 目の 平均値 ， 標 準偏差 ， 被験者数 を算出 し

て Table　 1 に 示 した．タ イ 人 と 日本 人 と の 体 型 を比

べ る た め に ， そ の Table　1 の 数値 に 基 づ き，
　 Fig．2

は 17 歳 に つ い て ， 日本人 を基準集団 とする タイ人の

関係偏差値 （次式） を男女別 に 示 した もの で あ る．

　 関係偏差値 （relative 　deviation）

　 ＝｛（比 較集団の 平均値）
一

（基準集団の 平均 値）｝

　　 バ基準集 団の 標準偏 差）

　まず，Table　 1に お い て 平均値の 差 をみ る と ， 17

歳 の タ イ男子 は，体重，身長，肩峰幅，胸囲，胴囲，

34 （34）
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腰囲，上腕囲，前腕囲，大腿 囲，下腿 囲が 同年齢 の 日

本男 子 よ り有 意 に 小 さ い ．こ れ を Fig．2 で み る と ，

タイ男子は 日本 男子 と比較 す る と ， 四肢 の 長 さ ｛上肢

長，下 肢 長 （本 報 で は trochanteric　height）｝，肩 甲

下皮脂厚は 日本男子 とあま り変わ らな い が，他項 目で

は 日本人 の標準偏差の 1か ら 1．8倍下 まわ っ て 小柄 で

あ り，特 に 身長，体 重 ，腰囲 が 小 さい ．

　同様 に，タイ女 子 は， 日本女 子 と比 較 す る と ， 16

歳 ・17歳 ともに 体重 ， 身長 ， 肩 峰幅，胸 囲，上腕囲，

大腿 囲， 下腿囲に お い て 有意に小 さ く，タイ男子 と同

様な特徴 を示 して い る．

　Table　2 は，計測項 目相互 の 比 で あ る示数 9項 目に

つ い て，そ の 平均値 を示 した もの で あ る．こ れ らに 基

づ い て作成 した，17歳 の 日 本人男女 それ ぞれ を基 準

とするタイ人男女 の 関係偏差値 を Fig．3 に 示 す．

　上 肢長／身長 ， 下肢 長／身長 ， 前腕囲／上腕囲は，タ

イ人男女 と もに 日本 人 男 女 よ りも有意に 大 きい ．すな

わ ち ， Table　 1 に 示 さ れ て い る ように，上腕囲 と前腕

囲の 平均値 の 差は，日 本 男 子 で は 1．41cm で あ る の

に 対 して タ イ男子 で は O．07　cm で あ り，日本 女 子 で

は 2．46cm で あ るの に 対 して タ イ女子で は 1．67　cm

で あ っ て，タイ人 の 上肢は上 腕 と前腕 の 周径 の 差 が 小

さ く，い わ ば 筒状 の 形 を して い る と考 え る こ とが で き

る．

　 ロ
ー

レ ル 示数で は，男女 ともに タイ人 は 日本人 よ り

もそれ ぞれ小 さい が
， 有意差 は 男子に しか み られ ない ．

腰囲／胸 囲 で は ， タイ女 子 は 日本女 子 に 比 べ て 有意に

大 きい ．

　 また ， 上腕三頭筋皮脂厚の 肩甲下皮脂厚に 対す る割

合は ， 男女 と もに タ イ人 の 方 が 小 さ い ．こ の こ とは，

前腕囲 の 上腕囲に対する割合 が ，タイ人男女 で は 日本

人男女に 比べ て 大 きい こ とと関連 し， 興味深 い ．タイ

人男女に 共通 の プ ロ ポー
シ ョ ン として ， 長 い 上肢，長

い 下肢，そ して ，上腕 に 対 して あ ま り細 くな ら な い 前

腕，す なわち筒状 の 上肢 が あげ ら れ る．

　以上 の 17歳 を中心 に行 っ た 計測項 目お よ び 示数 項

目の 平均 値 の 比 較結果 は，15〜18歳 を
一

括 し た 平 均

値 の 比較結果 と傾向が 同様 で あ っ た． こ の こ とは ，次

節（2）の 主 成分分析 で ，年齢 を
一

括 して 解析 す る こ と

の 妥当性 を裏付け るもの と考 えられ る．

　  　主成分分析に よ る タ イ ・日本お よび 男女 の 体 型

　 　　 の 位 置づ け

　1）　 計測項 目の 主成分分析

　Table　 3 は，計測 14項 目を用 い て主成分 分析 を行

っ た 結果 で あ り， （a ）に は タ イ 人 男 女，日本人 男女 の

4 群を
一

括 した場合，（b）に は タ イ
・日本 の 男子 を

一
括

した場合，（c）に は 同 じくタイ
・日本 の 女 子を

一
括 した

場合 の 結果 を示 して あ る．なお ，
い ずれ の 分析で も，

第 1お よび第 2主成分 の み が ， 固有値が 1以上で あっ

た．

　第 1 主成分 の 因子負荷量の 絶対値が 大 きい 項 目を順

に 示 す と ， 男女
一

括 の （a ）で は ［体 重 O．98，上 腕 囲

0．89］，男 子 の （b）で は ［体 重 0。98，上 腕 囲 0．96］，

女 子 の （c）で は ［体重 0．95， 上腕囲 0．89］で ある．し

た が っ て，第 1主成分は ，
い ずれ の 集団で も，身体全

体 の サイ ズ を表す 因子 と解 釈 さ れ る．こ の こ と は，こ

れ まで に報告 さ れ て い る福島
6 ，，井上 ら

7），加藤
8｝，川

上 ら
9）

の 解析結果 と も同 じで あ る．しか し，寄 与率で

は，男女
一

括 で は 52％ ， 男子 で は 65％ ， 女子で は 53

％と各集団 で変化す る．全分 散 に対 して 占め るサ イズ

の 因子 の 分 散 が ，男 子 で は 女 子 よ り 10％程 度多い と

い う こ とは ， 男子 に お い て は ， 身体全体 の サ イ ズ の 個

人差 が 大 きい こ と を意味 する もの と考 え られ る．

　第 2 主成 分 の 主 な 因子 負荷量 を符 号 で 分 け て 示す と ，

男女
一

括 の （a ）では ［肩 甲下皮脂厚
一

〇．86， 上 腕三頭

筋皮脂厚 一〇．81，大腿 囲
一

〇．51， 腰囲
一

〇．39］， ［上

肢 長 0．79
， 身長 0．74， 下肢 長 0．72， 肩峰幅 0．59］，

男 子 の （b）で は ［下 肢 長 0．78，上 肢 長 0．67，身 長

0．64］，［上 腕三 頭 筋皮脂 厚 一〇．50，肩 甲下 皮 脂 厚

一
〇．47］，女 子 の （c）で は ［身長 0．90， 下 肢 長 O．8Z

上肢長 0．86］，［上 腕 三 頭 筋皮脂 厚
一

〇．52，肩甲下皮

脂厚 一
〇．44］で あ る．

　 した が っ て ， 男女 別の 解析結果（b）， （c）の 場合 に

は ， 第 2主成分 は ， 「高・長径 項 目が 大 き く皮下脂肪 が

薄い 体 型」で あ るか 否 を表す 肥 痩 の 因子 で あ る と考 え

ちれ る．

　 こ れ に 対 して ，男女
一

括解析 の （a ）の 場合 に は ， 男

女別 の 解析結果 に 類似 した 結果 で は あ る が ， 皮脂厚 の

影響 が 高径項 目の 影響 よ り強 く表 れ て い る 点，さ ら に

性差 が 見 られ る項 目で あ る肩峰幅，大 腿 囲，腰 囲 も関

係 して きて い る点で 異 なる．した が っ て，男女 を
一

括

する こ と に よっ て 第 2主成分は，単 なる肥痩 で は な く，

従来，体 型 の 男女差 と して 指摘 され て き た 形 態
12 ）を

含む因子 とな っ て抽 出され たと解釈 され る．

　 こ の 第 2主成分 は 男女別 の解析 で は 肥痩 と解釈 さ れ ，

寄 与率は ， 男 子 で は 16％，女 子 で は 23％ で あ っ た．

しか し， 男女
一

括 の 解析で は 第 2 主成分 は体型 の 男女

差 と解釈 され，寄与率は 29％ と男女別 の 解析で あ る

（35） 35
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Table 1. Means and  standard  deviations of  14 measurements:

             (a) males  and  (b) females aged  15-18years
JapaneseandThai

(a) Males (b)Fema]es

Measurementitem Japanese Thai Japanese Thai

MeanS.D,nMeanSD,n MeanS.D.nMeanS,D.n

Body  weight  {kg)
        15 years
        1fi
        17
        18
     15-18

Height Cem)
        15 years
        16
        17
        18
     15-18

Upper  lirnb length (crn)
        15 years
        16
        17
        18
     15-18

Trochantericheight  (cm)
        l5 years
        l6
        17
        18
     15-18

Acrornial breadth Ccm)
        15 years
        16
        17
        18
     15-18

Chest girth  (cm}
        15 years
        16
        17
        18
     15-IB

Waist  girth (cm)
        15 years
        16
        17
        18
     15-IS

Hip  girth  (tm)
        15 year$
        16
        !7
        18
     15-18

Arm  girth  (cm)
        15 years
       16
       17
       18
     15-18

Ferearm  girth (cm)
       15 year$
       16
       17
       18
     15-18

Thigh girth (cm)
       15 years
       16
       17
       18
     15-18

Calf girth (crn)
       15 years
       I6
       17
       IS
     15-18

62.1464.5362.528.53 42
7.53 8
8.35 5e

170.59 4.76 42
171.69 5.06 8
170.76 4.77 50

73.5573.7573.583.06 42
2.78 8
2.99 50

83.75 3.72
S4.39 3.66
83.85 3.83

40.07 1.77
39.78 1.16
40.02 1.68

42850

39847

85.62 5.13 42
87.5D 4.47 8
B5.93 5.03 50

69.9970.757e.116.58 42
5.11 8
6.33 5e

91.36 4.47 42
92.15 4.45 8
91.49 4.43 50

26,81 2.40 39
27.15 l.93 8
26,86 2.32 47

25.40 1,60 39
25.73 1.36 8
25.45 1.56 47

53.54 4.01 39
53.99 3.00 8
53.61 3.S4 47

35.93 2.37 39
37.71 2.34 8
36.21 2.43 47

   49.56**
 47.67**
 51.89**
 49.69

  162.22**162.47**162.29**162.31

****

72,3173.117Z,5472.6D

82.8082.7582,2482,63

37.8337.8538,9038.15

   78.08**
 78.17**
 81.02**
 78.95

****
65.9463.9067.0965.71

   S4.83**
 S3.39**
 86.13**
 84.81

   24.21**
 23.75**
 25.11**
 24.34

****

23.9423.6S24.S324.12

   48.94**
 48.03**
 49.63**
 48.88

   33.95**
 32.55**
 34.40**
 33.6S

6.5.6.6.

6.7.5.6.

3.3.3.3.

4.3.3.3.

2.L1.L

4334

44542427

03476730

55640942

15962782

07944792

.60.86.40.24

4,3,4,4,70064335

4,073.564,204.e5

2.L1.2.

1.LLL

3.3.3.3.

2.2.2.2.

35897611

75352456

6366so6S

45e23439

34232380

34Z3Z380

34222379

34232380

34222379

34232380

342Z2379

33212276

34232380

342323se

332e2073

34212176

5153555153.94.4D.91.50.76l55.159.159.156.I58,66.67.67,65.67.76.78.78.76.77.35.36.36.35.36.82.82.84.80.82.65.64.66.65,65.89,90,91,88,9D,24,25.25.24.25.22232322235454565355

99Ol5083144880597320766910437637498B77252470183396547968oo7212094367205935998332.B2.55.53.43.25.26.94,74.oo.2S35.35.36.35.36.

7175S82305

6.4.5.6.5.6.4.4.2.5.3.2.2.o.2.43313635850067914414365083e20329262.19.53.45.40.55Lo.Lo.L6.5.4.3.5.43524

5594299141Ol04353205.oo,54.57.02.444.3.3.2.4.2.2.L2.2.L1.Lo.L

97266075oo201368250318031840154.e23.903.373.e43,812,1.2,2.2.

3S78316821

17rs2035517152035517152035517152035517l520355171520355171520355171520355171520355l71520355171520355171520355
******46.48.48.47.61l24852

**I54,52**153.23

  155.21**154.17

 *****

****

 *****

68.67.67.67.

78.77.79.78.

35.35.35.35.

78.80.80.79.

63.64.65.64.

88.89.90,89,

23.24.23.24.

 *  22.
   22.
   22.**

 22.

******

******

51.52.53.52.

33.34.34.33.

08569286

07756822

62316448

88536982

41931128

9379se58

77579509

56906470

41716628

62141391

6.6.7.6,

5.6.4.5.

2.3.2.3.

4.4.3.4.

29433749

86276285

9!805221

17588732

1.531.441.l4l,42

5.5.5.5,23460429

4.965.095.005.01

5.4.6.5.

2.L2.2.

1111

os756020

19S35714

.35.21.19.26

3.4.4.4.

2.2.2.2.

79056106

49426646

 48
 47
 20115

 4B
 47
 zo115

 48
 47
 20115

 4B
 47
 2a115

 48
 47
 20115

 48
 47
 20115

 47
 47
 19113

 47
 47
 20114

 48
 47
 20115

 48
 47
 20115

 48
 47
 18113

 48
 47
 20115
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Table　 1．　 continued

（a ）Males （b）Females

Measurement　item Japanese Tha童 ∫apanese Thai

Mean 　 　 SD ．　 nMean 　 　 S．D 、　 n Mean 　 　 S．D，　 nMean 　 　 SD ．　 n

Subscapu 】ar 　skinfold 　thickness 〔mm ）
　 15years
　 16
　 17
　 1815
−18

Triceps　skinfold 　thickness （mm ）
　 15years
　 16
　 17
　 1815
−18

4．80　　 2．41　　 39
4．91　　　1．15　　　 8
4．82　　　2．26　　　47

453431944444

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．71
4．06　　　1．81　　　39　　　　　　　3，43

1：1； 1：器 41 ． 套1：29

1．23　 　 34
0．75　　 23
1．20　 　 22
Ll3 　　 79

1．17　 　 34
1．03　 　 16
1．30　 　 22
1．19　　 72

6．98　　　2．54　　　17
6，20　　　1．52　　　15
6．74　　　1．79　　　20
7．50　　　2．10　　　　3
6．71　　　1．98　　　55

8．73　　 2，46　　　17
8．40　　　1，66　　　15
8，01　　　1．91　　　20
7．88　　　2．28　　　　3
8．33　　 2．02　　 55

7．03　　　 2．28　　　48
7．58　　　2．38　　　47
7．28　　　1．59　　　20
7．26　　 2．22　　115

　 7．29　　 2．18　　 48
　 7，72　　 2，33　　 47
　 7．38　　　 2．16　　　20
＊ 　7．48　　 2．21　　115

SD ．： standard 　deviation，噸Significant　at 　the　O，051evel，顧Significant　at　tbe　D．011eveL

一2

　 　 Body 　weight

　 　 　 　 Helght

Upper　limb　length

Tr  hanteric　height

Acromi創 breadth

Chest 　girth

Waist　girthHipgirthArm

　gi「th

Forearm　glrth

Thlgh　girthCa

［f　girth

Subscapular　sklnfbld 　thlekness

Trlceps　skinfbld 　thlckness

0 2

Fig．2．　 Relative　deviations　of 　the　14　bedy　measure −

　　　 ments 　of　Thailander　from　those　of　Japanese

前二 者 よ り大 きな分散 をま と め て い る．ま た，男 女別

に お い て，それ ぞ れ得 ら れ た 第 2主成分 の 肥痩の 因子

で は，寄与率は 女子 の 方 が 男子 よ りも 7％ も高 く，肥

痩 の 持 つ バ リエ
ー

シ ョ ン 情報 が 女子 で より大 きい こ と

が 明 らか に 示 され て い る．

　Fig．4 は，タイ人男女 ，
日本 人男女 の 4群

一
括 の 解

析 に おけ る第 1主成分 （サ イ ズ の 因子） と 第 2主成分

（男女差 を表す 因 子 ）を座 標軸 と し，そ れ ぞ れ の 主成

分値 の タ イ ・日本人男女別の 平均値 と標 準偏差 を示 し

て い る．楕円の 中心 は平均値 で あ り，長 短の 軸 の 長さ

一2

Rohrer　index

UpPer 　limb　length　1　Height

Trochanteric　height　l　Height

Acromid　breadUl　t　Hetght

Forearm 　girth／Arm 　girU1

Cdf　girth　lThigh　glrth

WaistgirthlOhestglrth

Hip　glrth　tChest　glrth

T「ic
辮魏黛覯 躔

0 2

Fig．3．　Relative　deviations　of　the　g　body　indexes　of
　　　　Thailander　from　those　of　Japanese

は ± 1 σ （σ ：標準偏差）を表 して い る．サ イ ズ （第 1

主成分） に 関 して は ， 日本 男子 が 大 きく， 日 本女子 ・

タ イ男子 ・タイ女子 の 順 に 小 さ くな る．しか し， 日本

男子 を除 く 3 グル
ープ 間 の 差は小 さい こ とが 概観 で き

る．身体全体 の サ イ ズ の 性 差 は 日本 人 で 大 き く， タ イ

人 で は小さ い ．ま た，両国人 の 差は 男子 に お い て は大

き く，女子 で は 小 さ い こ とが わ か る．第 2 主成分 を示

す縦 軸 に 関 して は，「厚い 皮 脂厚 ， 太 い 大腿囲 ・腰囲 ，

低 い 身長 ， 狭 い 肩幅」 を意味す るマ イナ ス 側 に 両 国の

女 子 が 分布 し，
こ れ と反対 の 体型 を表す プ ラ ス 側 に 両

国の 男子 が 分布す る こ とか ら ， 男女差 を表す因子 で あ

る こ と が確認 で きる．し た が っ て ， タ イ男子 は，サ イ

ズ で は 日本女 子 を下 まわ るが ，形 の 上 で は 日本 男子 と

同様 で あ っ て，女子 とは明 らか に 異 なるとい え る．

　 ま た，主成分値 の 個 人差に つ い て み ると，第 1 主成

（37＞ 37
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Table 2.Means  and

(a) malesstandard

 deviations of  9 indexes: Japanese
and  (b) females aged  15-18 years

and  Thai

Ca) NIales {b) Females

Index Japanese Thai Japanese Thai

MeanS,D.nMeanS,D.n MeanS.D.nMeanS.D.n

Rhorer index
       15 years

       16

       17

       18

     15-18

Upper  limb length!height

       15 years

       16

       17

       18

    15-18

Trochantericheightfheight

       15 years

       16

       17

       18

    15-18

Acrornial breadth!height

       15 years
       16

       17

       IS

    15-IS

Forearrn girth!arm  girth
       15 years
       16

       17

       18
    15-18

Ca]f girthfthjgh girth
       15 years

       16

       17

       18
    15-18

Waist  girthlchest girth

       15 years

       16

       17

       18

    15-18

Hip  girthlchest girth
       15 years
       16

       17

       18

    15-18

Tricepsfsubscapular skinfold

       15 years
       16

       17

       18

    15-18

124.9127.4125.3

43.143.e43.1

49.149.149.1

23.523.223.5

95.095.095.0

67,369.967.7

81,780,9Bl,6

 106,8

 105.4

 106.6thickness

 86.5103.6S9.2

13.II.13.

Lo.L

LL1.

ooo

534

            116.1

9 42 **  11L2

9 8 121.2

5 50 **  116.2

             44.6

3 42 **  45.0

8 8 **  44.7

3 50 **  44.7

             51.0
3 42 **  50.9

l 8 **  50.7
3 50 **  5e.9

.9,7.9

.2.4.9

3.2.3.

4.3.4.

4.3.3.

21.42,26,

878

s96

o19

642

39847

   23,3

   23.3*
 24,e

   23,5

        99.2

39 **  99,9

 8 99.1
47 **  99,4

39847

428se

42850

   69.4

   68.4

   69.6*
 69.2

   84.5

   82.3

   82.8*

 83.4

109.0106.8I06.1107.6

        82.9

39 75.5

 8 **  73.4
47 **  78.1

13.9

 9,910.712.4

LOo.s1.11.0

LlLl1,OLI

LlLlO.81.0

4.24.13.94.0

2.63.04,63.3

3.03.33.63.4

3.74.72.83,9

16.821.416.5IS.4

34232380

34222379

3423Z380

34222379

34232380

33202073

34222379

33212276

34162272

136.8133.3137.9133,2136.1

42.642.642.441.942.5

49.249.549.048.849,2

22.723.023.122.822.9

93.293.390.790.792.2

66.065.364.766.465.4

79,878,479,281.079.3

108,6109.2108,811e.4108.9

129.1139.7122.1114.8128.7

15.415.213.410.414.2

1.0O.81.01.3O.9

1.11.31.6L7L3

O.8O.8O.6o.sO.7

5.26.23.96.75.2

4.04.03.9L53.S

3.63.45.52.64.2

5.35.94.82.65,1

26.931.728,562,631,1

171520355

171520355

171520355

171520355

171520355

171520355

171520355171520355

171520355

  126.

  134.

  129.*

 130.

********

 ***

 ***

44.44.43.44.

50.se.51.50,

23.23.23.23.

 *  95,

 *  93.

    95**
 94

65.64.63.65.

* 80.

   80.

   80*
 80

 * l13.
 *  111.

   Il2.**
 112.

**  9S.**
 97.

    94**
 97

4661

118o

5737

11oe

14e6

599o

5796

3766

3259

15221619.8.3.8.1

LLLL

LLLL

Lo.o.o.

4.3.5.4.

3,2,3,3.

3.4.23

5.4.5.5.

19.19.15.19.

o1oo

44s5

o8s9

7946

5651

2o84

3841

7949

 48

 47

 20115

 4S

 47

 20115

 48

 47

 20115

 48

 4720115

4847ze115

 48
 47

 IS113

 47

 47

 19ll3

 47

 47

 2ell4

 4S
 47

 20115

S.D.: standarddeviation,  'Sigtlificant
 atthe  O.Oslevel, 

"
 Significant at  the  O.Ol leveL
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       y  ･ e*fi`pslkatsaptsblttdct  t ?oditts:t･xoagfi

3. Factor-loadings  and  contributions  of  principal component  analysis  for 14

   measurements  of  (a) males  and  females, (b) males  and  (c) females

Factor-loadings

Measurement  item (a) Males and  fernales (b) Males (c) Females

lst 2nd lst 2nd lst 2nd

Body weight

HeightUpper

 limb length

Trochanteric height
Acromial  breadth

Chest girth
Waist  girth

Hip girth

Arm  girth

Forearm  girth

Thigh  girth

Calf girth
Subscapular  skinfold  thick

Triceps  skinfold  thicknessness

ooeooooooo0ooo'9859455165888681898575832426 o

 o

 o

 o
 o-e-o-o-o

 o-o-o-o-o

0874797259211039221951248681oooooooeoooooo

'

9871555273938996918690846667 o

 o

 o

 o
 o-o-o

 o-o-e-o-o-o-o

'

'

0464677831082104231612214750eooooooooooeoo9531142953878489898689877251 o

 o

 o
 o

 o-o-e'-e-o-o-o

 e-o-o

'

'

19908687550915oe240214034452

Contribution (%)
Cumulative contribution<%)

515188 298019 6565.11 158089 5353'44 2376'15

Number  of  the subjects:  Japanese males,  47;Thai males,  69;Japanese females, 55;Thai females, 112.

Table  4.Factor-loadings  and  centributions  of  principal component  analysis  for
12 indexes of  (a) males  and  females, (b) males  and  (c) females

Factor-loadings

Index (a) Males  and  females {b) Males <c) Females

lst2nd3rd4th lst2nd3rd4th lst2nd3rd4th

Rhorer  index

Upper  limb lengthlheight

Trochanteric height!height

Acrornial breadthfheight
Forearm  girth/arm  girth

Calf girthfthigh  girth

Waist girthlchest girth
Hip  girth/chest girth

Triceps/subscapular
  skinfold  thickness

-o

 o

 o-o

 o

 o

 o

 o-o.

77 O,55

 O19

 
-O07

 O82

 -O58

 O23
 O06
 
-O56

 -O.

40 -O.29

 
-O.29

 
-O85

 
-O10

 O19
 e13
 
-O57

 
-O45

 -O.

22 -O,28

 
-O,07

 
-O14

 
-O15

 O.14
 e83
 e6o
 e,03

 -O.

054683021332I22806 o.-o.-o

 o.-o.-o-o-o

 o.

84 O.29

 
-O.54

 O54

 
-O,69

 -O,!8

 -O05

 O58
 O.31

 O.

07 -O,44

 
-O05

 
-O50

 
-O36

 O.38
 056
 
-O55

 
-O.45

 O.

31 O71

 
-O36

 
-O32

 O19

 O.24
 e61
 e13
 O30

 -O.

121560182056453828 o-e-e

 o-o-o-o-o

 o.

85 O37

 O12

 -e52

 O79

 O45
 -O12

 O53
 O17

 -O.

25 -e46

 e,21

 
-O,58

 Ooo

 o03
 -O72

 
-O44

 
-O36

 -O.

11 -O38

 
-O15

 
-O32

 -O20

 OOI
 O53
 
-O49

 e66

 -O

e3448806.Ol.19

 12.22.14

Contribution (%)
Cumulative
  contribution  (%)

25.25.8818.44.2013.57.8812.70.5325.25.5517,42.2715.58.6313.71.4725.25.4416.42.6o14.56.2212.68.13

Number  of  the subjects:  Japanese males,  47;Thai  males,  69;

      (39)

Japanese fernales, 55; Thai females, 112.
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Japa 冖ese 　female
、、 、　馬

7 ｛」r’ρ、、　　　　　　　　　　　　　　ρ　一　馬　　卩　　一　　，

一

L
　 Fig，4．

Ist　P．c．

The　mean 　scores 　of 　the　lst　and 　the　2nd　principal　components 　of

males 　and 　females　for　the　14　body　measurements

分 の サ イ ズ で は，各国内 そ れ ぞ れ に お い て も 男 子 が 大

きい が ， 第 2 主成分 の 肥 痩で は，各国内それ ぞ れ に お

い て女子 が 大 きい ．した が っ て，男子 で は，第 1主成

分 が 第 2 主成分 よ り個 人差が 大 き く， 女 子 よ りも楕 円

の 偏 平率が強 い こ とが注 目され る．こ の よ うに，タ

イ
・

日本 ， 男女
一

括 に よ る 主成分分析 と い う手法 を用

い る こ とに よ っ て ，
つ ま り共通の 尺 度 を用 い る こ とに

よ っ て，四 つ の被験者群の体型 の総合的位置づ け を明

らか に み る こ とが で きる．

　2） 示数 項 目の 主成分分析

　体型 を衣服 と い う形 に 置 き換え る た め に は ， サ イ ズ

と と もに 形 の 検討 が 必要 に な る．そ こ で ， 形 を身体 計

測項 目間の 比 と して捉え， 身体の形態に お け る男女差，

お よ び タイ ・日本人間の 差異を明 らか にする こ とを試

み た．すなわち，示数 9項 目相互 の 関連性 を考慮 して

主成分分析 を行 い ，身体 の プ ロ ポーシ ョ ン に 関する情

報 の 要約 を行 っ た ．タイ， 日本 の 男女
一

括 の 主成分分

析 の 解析結 果 を Table　4（a ）に ， ま た ， 男女別 の 解析

結果をそれ ぞ れ Table　4（b），（c ）に 示 す．固有値が 1

以 上 の 主成分 と して は，男 女
一

括，男 女別 い ず れ の 場

合に も四つ の 主成分が抽出さ れ た．こ の うち ， 意味が

明 らか に 解釈 さ れ る と思わ れ る，第 L 第 2 主成分 に

つ い て 考察す る．

　第 1 主成分 の 主な因子負荷量 は ， 男女
一

括 の （a ）で

は ［前 腕囲／上腕 囲 0．82，下 腿 囲／大 腿 囲 0．58， 上 肢

長／身長 0．55］， ［ロ ーレ ル 示数 一〇．77， 上腕 三 頭筋皮

脂厚／肩甲下皮脂厚 一〇．56］，男 子 の （b）で は ［ロ ーレ

ル 示 数 0．84］，匚前腕 囲／上 腕 囲
一

〇．69，腰 囲／胸 囲
一〇．58］，女 子 の （c ）で は ［ロ ー レ ル 示 数 0．85］，［前

腕囲／上腕 囲 一〇．79， 腰 囲／胸 囲 一〇．53］で あ る．

　 こ の 第 1主 成分 は 男女別解析 （b）， （c ）で は ロ ー
レ

ル 示 数が 最高 の 因子負荷量を示 し，次 に 前腕囲／上腕

囲，腰 囲／胸囲 が か か わ る こ とか ら，「体充実度が 高く，

上腕 と前腕 の 周径 差が 大 き く，胸囲に対 して 腰囲 が 小

さい 」 プ ロ ポ
ー

シ ョ ン か ，否 か を表す因子 で あ ると考

え ら れ る．
一

方 ， 男女
一

括 の 解析 （a ）で は ， 男女別 の

解析 （b），（c）と第 1主 成分 の 因子 の 意味 が や や 異な

っ て くる．すな わ ち，因子 負荷量は，前腕囲／上腕囲，

ロ ー
レ ル 示数 も大 きい 値 を示 して い るが，男女別の 場

合 （a ），（b）の 腰 囲／胸囲 に 代 わ っ て ，下腿 囲／大腿 囲，

上腕 三 頭筋皮脂厚／肩 甲下皮脂厚，上肢 長／身長 が か か

わ っ て くる．した が っ て ， 第 1主成分 は ， 男女別す な

わ ち 同性内の 解析で は体充実度に か か わ る形態の 因子

であっ た が，男女
一

括 した解析で は，下腿 囲／大腿囲，

上腕 三 頭 筋皮脂厚／肩 甲下皮脂厚が 加わ り， さ ら に ，

タイ ・日 本人 の 差 の 大 き い 上肢長／身長 が 加 わ っ て く

る．

　第 2 主成分 の 主 な因子 負荷 量 は ， 男女
一

括 の （a ）で

は ［肩峰幅／身長 0．85］， ［腰囲／胸囲
一

〇．57］， 男子 の

（b）で は ［胴 囲／胸囲 0．56， 腰 囲／胸 囲 0．55］， 女子の

（c ）で は ［胴囲／胸 囲 0．72コで あ る．こ の よ うに，男

女
一

括 の 解析 で は 相 対的 な 肩幅 の 広 さ，胸囲 と腰囲 の

周径 比な どを表 し，こ れ らの 項 目の 平均値 には，男女

で 差 が み られ る こ とか ら，男女差を表す因子 で あ ると

い え る が
， 男 女別 の 解 析 （b）， （c ）で は

， 体 幹 部 周径

の バ ラ ン ス を表す 因子 で あ る．

　以 上 の 男 女
一

括 の 解析 に お け る 第 1， 第 2主成分 の

主成分 値 の 分布 は Fig．5 に 示 さ れ る．こ の 第 1主成
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タイ ・
日 本 青年男 女 の 体 型 的位 置づ け とそ の 衣 服 設 計 へ の 考 察
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Fig．5，　 The 　mean 　scores 　of　the　lst　 and 　the　2nd

　　　 principal　components 　of 　males 　and 　females

　　　 for　the　g　body　indexes

分 （寄与率は 26％）， 第 2 主成 分 （寄与率 は 18％）の

累積寄与率 は 44％ で ある （Table　4）．

　 第 1主成分 は 「体充実度 が 高 く，前腕 ・下腿 が それ

ぞ れ 上 腕
・大腿 の 割に 細 く， す な わ ち 上 肢 お よ び 下肢

が 筒状 で な く， 胸囲と腰囲の周径差が 大 きい 」プ ロ ポ

ー
シ ョ ン か 否か を表す． こ の 傾向が最 も強 い の は 日本

女 子 ，
こ の 傾 向が 最 も弱 い の は タイ男子 で ある とい え

る．こ の 両極 の ほぽ中間に，タイ女子 と 日本男子 は分

布 す る．第 1 主成分 は ，男女差 とともに タイ ・日本人

の 差 を含 む 因子 で あ る こ とが 確 認 で き る．

　 こ れ に 対 し て 第 2 主 成分 は，タイ ・日 本 の 男 子 が

「相対的 に 広 い 肩幅，胸 囲に 対 し て 細 い 腰 囲」で あ る

プ ラ ス 側 に位置 し，女子 が 「相対的に 狭い 肩幅 ， 胸囲

に 対 して 太 い 腰囲」 で あ るマ イ ナ ス 側 に 分 布する，男

女差 を表す因子 で あ る こ と が 確認 で き る．した が っ て ，

上腕囲，前腕囲 ， 下腿 囲，大腿 囲，上肢長，身長，体

重 ， 肩峰幅，胸囲 ， 腰 囲 に か か わ る 身体 プ ロ ポー
シ ョ

ン 上で ， タイ男子は 日本女子は対極 に位置 し，
日 本男

子 と タ イ女 子 は，性差 を示 しつ つ も，中間的 な位置 を

占め る こ とが 明 ら か と な っ た．

　 （3） 衣服設計 へ の 考 察

　 以上 の タイ ・日本人，男
・
女 それぞれ の 体型 の 位置

づ け （前節（1），   の 結果）に ， 衣服 サイ ズ 設定 の 観点

か ら考察 を加 え る．まず ， タイ人 と 日 本人 との 間 に 認

め ら れ た体格 の 差 は，どの 程 度 の 衣服 サ イ ズ の 差 に 相

当す るか を検討 した．なお ， 高校生 は，衣料サ イ ズ シ

ス テ ム の 分 類で は ， 成人 に 含 ま れ る もの と考え る こ と

とする．

　成人 男 子 の 基本身体寸 法 は ， JISで も ISO で も， 胸

囲，胴囲，身長 で あ る．17歳平均値に よ る と，タ イ

人 は 日本 人 よ り，胸 囲 で約 8cm ，胴囲で 6cm ，身長

で 9cm 小 さ い ． こ れ ら を JIS衣料 サ イ ズ の 3元 表 示

の 場合 の こ れ ら項 目の ピ ッ チ 2cm ，
2cm ，5cm （JIS

L　4004）， あ る い は ，
ISO に つ い て は 4cm ， 4cm ， 6

cm （ISO　3636）に 対応 さ せ て み る と ，
　 JISを考 えた

場合，胸囲 で は 4 サ イ ズ の 差，胴囲 で は 3サ イ ズ の 差 ，

身長 で は 1．5サ イ ズ の 差 とな り，ISO を考え た場合 で

も， それ ぞれ 2 サ イ ズ の 差 ， 1．5サ イズ の 差 ， 1．5サ

イズ の 差 とな る．

　一方，女 子 の 基本 身体 寸 法 は JIS，　 ISO と もに，胸

囲，腰囲，身長 である．17歳平均 値は，胸 囲 で 3cm ，

腰囲 で lcm ，身長 で 7cm ，い ずれ もタイ人 が 日本人

よ りも小 さ い ．こ れ らの 両 国人 の 差 を ， JIS衣料 サ イ

ズ の各項 目の ピ ッ チ 3cm ，4cm ，8cm （JIS　L　4005），

あ る い は，ISO の ピ ッ チ 4cm ，4cm ， 8cm （ISO

3637）に対応させ る と，胸囲に約 1サ イズ の 差，身長

に 1サ イ ズ の 差が あ る が ，腰囲 で はあま り差が ない ．

　 以上 をま とめ る と，タ イ人 と 日本 人 の サ イ ズ の 差 は，

男子 で は 周囲長 で L5 〜4 サ イ ズ
， 身長 で 1．5 サ イ ズ

と大 きい ．
一

方，女子 で は周囲長，身長共 に 1サ イ ズ

以下 の 差で ある．

　 サ イ ズ シ ス テ ム に お い て，サ イ ズ と ともに 重要 と な

るの は ，身体 の 形 を表す体型 で ある．体型分類の 基準

に は，ISO で も JISで も，男女 ともに体 幹部 の 周囲長

の 差 で ある ドロ ッ プ が採用 され て い る．男子 の ドロ ッ

プ （胸 囲一胴 囲）は JISの 場 合 ， ド ロ ッ プ は 16か ら

0 が 用意され て い る．タイ男子の ドロ ッ プ の 平均値は

14cm ，日本 男 子 は 16　cm で あ っ て ，
い ず れ も胴 くび

れ が 大 きい 若者 の 体 型 で あ る．女子 の ドロ ッ プ （腰囲

一
胸囲）は，JISで は胸 囲 の 大 きさに よ っ て 異な っ て

設定 さ れ て い る．今 回得 られ た タイ， 日 本 の ドロ ッ プ

の 平均 値 ， 各 9cm ，
7cm と， タイ ，

日本 の 平均胸 囲

に 対 応す る ドロ ッ プ とを比較す る と ，
こ れ ちは い ずれ

も JISで の普通体 型 A （JIS　L　4005）に 相 当する． ド

ロ ッ プは タイ
・日本人の 差よ りも年齢お よび個人差が

大 き い こ と が推察さ れ る．

　 以上 の ように
， 男女共 に

， タイ人 と 日本人 とは ほ ぼ

同 じ体 型 （ドロ ッ プ ）で あ る．しか し，他 の プ ロ ポ
ー

シ ョ ン は 異 な る の で （3．（1）参照 ），当然，衣服 を作

る た め の 型 紙 は 異な っ て くる．特に ， 身長 に 対する 上肢

長 ， 身長 に 対す る下肢長 の 割合の 両国間 の 差 は大 き く，

ズ ボ ン の 股下長 と袖丈 に は 注意 を要す る と 思わ れ る．
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　以上 は，フ ィ ッ ト性 の 求め られる 3 元表示 の 衣服 の

サ イズ の 場合 であ り，以下 で は，フ ィ ッ ト性が要求 さ

れな い 衣服 の 場合 を考え る．

　 ニ ッ トウ ェ ア など，フ ／ ッ ト性 が 要求さ れ ない 衣服

の サ イ ズ は ， 身長 ， 胸囲の 2元 で 表示 され て い る．サ

イズ ピ ッ チ も 3元表示 の 場合 より大 き く，現行 の 日本

の 規 格 （男 子 JIS　L　4004，女 子 JIS　L　4005）で は ， 胸

囲は 6cm ，身長 は男子 10　cm （L，　 LL 間 5cm ，LL ，

EL 間 Ocm ），女 子 8cm と許容 範囲 が 広 い ．し た が

っ て ， 前述 の 3 元表示 の 衣服 に 比 べ て
， 同

一サ イズ の

衣服 をよ り広範囲の 人 が 着用す る こ とが 可 能 に なる．

前述 の よ うに ，3元 表示 の 衣服 の 胸 囲で は 4 サ イ ズ の

差，身長 で 1，5 サ イズ の 差 と大 きく異な っ た 両 国間 の

男子 の サ イ ズ差は，い ずれ も約 1サ イ ズ の 差に縮ま る．

女子の 胸囲は ， 3元表示 で は 1 サ イ ズ の 差 で あ っ た も

の が 2元表示 で は O．5サ イ ズ の 差 に な るが ， 身長 に お

け る 1サ イ ズ の 差 は 依然 そ の ま ま で あ る．した が っ て ，

男子 で は，胸囲，身長共 に，約 1 サ イズ の 差で あ る こ

とか ら，日 本 男子 の S サ イ ズ をそ の ま ま，タイ男子

の 普通サ イ ズ と して 用 い る こ とが 考え ちれ る．一方，

女子で は ， 日本女子 の MP サ イ ズ （胸 囲が M サイ ズ

で ，身長 が M サ イ ズ よ り 1サ イ ズ 低 い P サ イ ズ ） を，

タ イ 女 子 の 普通 サ イ ズ と し て 用 い る こ とが 考 え られ る．

　4． 総　　括

　タイ人高校生 の 男子 80 名 と女 子 ll5名 （1992年 3

月計測 ， 年 齢 16− 18歳），並 び に，日本人高校生 の 男

子 50 名 と 女 子 55 名 （1992年 6 月計 測，年齢 15〜18

歳）の 身体計測 を行 っ た．各集団で被験 者数が 多い

17歳 の 身体計測 14 項目お よび 示 数 9 項目の 平均値に

よ り， タイ人 の 体型 に つ い て 日本 人 と比 較検 討 し た．

次 に ，主成分分析に よ りタイ
・日本人お よ び 男女各集

団 の 体 型 の 位 置づ け を行 い ，衣服 設計 の 立 場 か ら考察

を加え た．

　（1） 計測 14項 目の 平均 値 に よ り体 型 の 比較 を行 う

と，タ イ男子 は，体重，身長，肩峰幅，胸囲 ， 胴囲，

腰囲，上腕 囲，前腕囲，大腿 囲，下腿囲に お い て，日

本男子 よ り有意に 小 さ く，小柄で あり， 特に 身長， 体

重，腰囲が 小 さ い ．タイ女子 は，体重，身長，肩峰幅，

胸囲 ， 上腕 囲 ， 大腿囲，下腿囲 に お い て ， 日 本女 子よ

り有意に 小 さ く，タイ男子 と同様な特徴を示 した．

　示 数 9項 目の 平均値で は，上 肢 長／身長 ， 下 肢長／身

長，前腕囲／上腕囲は ， タイ人 男女 ともに 日本人男女

よ りも有意 に 大きい ． ロ
ーレ ル 示数は，日本人男女 と

42 （42）

もに タイ人男女 よ りもそれ ぞれ大 きい が，有意差は両

国の 男子間に しか み られ ない ，また ， 上腕三 頭筋皮脂

厚の肩 甲下皮脂厚に対する割合は ， 男女 と もに タ イ人

の 方が小 さ い ．タイ人男女に 共通の プ ロ ポーシ ョ ン と

して ， 長 い ヒ肢，長 い 下肢，そ して，上腕 に 対 して あ

ま り細 くな らな い 前腕，すなわ ち筒状 の 上肢 が あげ ら

れ る．

　  　計測 14項 目の タ イ・日本人男女
一一

括 の 主成分分

析の 結果，第 1主成分 は身体全体 の サ イズを表す因子

（寄与率 52％）で あ り，主成 分 値は 日本男 子 が 大 き く，

日本女子 ・タイ男子
・
タイ女 子 の 順 に 小 さ くなるが，

日本男子 を除 く 3 グ ル
ープ 間 の 差 は 小 さ い ．第 2 主成

分 は，「厚 い 皮脂厚 ， 太い 大腿 囲・腰囲 ， 低 い 身長， 狭

い 肩幅」の女子 と反対の体型 の 男子に 分 けられ る，従

来 ， 男女差 と して 指摘 さ れ て きた 形態 を含 む 因 子 （寄

与率 29％）で あ っ た．

　 また，男子 で は サ イ ズ の バ リエ
ー

シ ョ ン が 大 き く，

女 子 で は 肥 痩の バ リエ ーシ ョ ン が大き い こ とが 示 され

た．

　（3） 示数 9 項 目の タ イ ・日本人男女
一

括 の 主成分分

析 の 結果，第 1主成分 は，前腕囲／上腕 囲， ロ ーレ ル

示数，下腿囲／大腿囲，上腕 三 頭筋皮脂厚／肩 甲下皮脂

厚，上肢長／身長 が か か わ る 因子 （寄与率 26％） で あ

っ た．主成分値か ら ， 「体充実度が 高 く， 前腕 ・下腿 が

そ れ ぞ れ 上腕 ・大腿 の 割に細 く，上肢 お よび 下肢 が 筒

状 で な く，胸囲 と腰 囲 の 周径差 が 大き い 」プ ロ ポーシ

ョ ン か 否 か を表 し， こ の 傾向が最 も強い の は 日本女子 ，

こ の 傾向 が 最 も弱 い の は タ イ男子 で あ る と い え る．こ

の 両極 の ほ ぼ 中間 に ， タイ女子 と 日本 男子 は 位 置す る．

第 2 主成分 は，男子 は 「相対的 に 広 い 肩幅 ， 胸 囲 に 対

し て 細 い 腰囲」，女 子 は 「相 対的 に 狭 い 肩幅 ， 胸 囲 に

対 して 太 い 腰囲」 と ，
プ ロ ポーシ ョ ン の 男女差 を表す

因子 （寄与率 18％）で あ っ た．

　（4） フ ィ ッ ト性 が 要求 さ れ る 衣服 の 場合，タ イ 人 と

日本 人 の サ イ ズ の 差 は，男子 で は 周囲長 で 1．5〜4 サ

イ ズ
， 身長 で 1．5サ イ ズ と大 き い ．一

方，女子 では周

囲長 ， 身長共 に 1 サ イ ズ 以下 の 差 で あ る．また
， 男女

共 に ， タ イ人 と 日本 人 と は ほ ぼ 同 じ体型 （ドロ
ッ プ ）

で あ る．し か し，他 の プ ロ ポ
ー

シ ョ ン は 異 な り， 特 に ，

身長 に 対 す る上肢長，身長 に 対す る下 肢 長 の 割合の 両

国間 の 差 は大 き く，ズ ボ ン の 股下 長 と袖丈 に は注意を

要す る．

　 フ ィ ッ ト性 が 要求 され ない 衣服 の 場合，日本 男子 の

S サイ ズ を ， タイ男子 の 普通サ イ ズ として 用 い る こ と
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タイ ・日本 青 年 男女 の 体 型 的位 置づ け とそ の 衣服 設 計 へ の 考 察

が 考 え ら れ る．
一

方，女 子 で は ， 日 本女子 の MP サ

イ ズ を，タイ女子の 普通 サ イ ズ と して 用 い るこ と が考

えられ る．

　本研 究をまとめ る に あ た り， タイ王国 に おけ る身体

計測 の 機会をお与え頂 きました 前大妻女子大学人間生

活科学研究所所長近藤四郎先生 に深 く感謝申し上げま

す．ま た，計測 に ご 協 力頂 きました 大妻女子大学人間

生活科学研究所真家和生先生，東京農 工 大学 田 中秀幸

先生 に感謝 申し上 げ ます，
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